
富山大学医学部医学科コンピテンシー　科目対応表 ,

コンピテンシー 医療学入門医学概論 行動科学 ヒトの構造医学英語 医学英語(医学英語(医学英語(和漢医療学コンピテンシー 医科分子生組織学 生理学 基礎医学統解剖学およ人体発生学微生物学 生理学実習ウイルス学免疫学 放射線基礎薬理学 病理学

１．プロフェッショナリズム １．プロフェッショナリズム
（１）医療人としての倫理観 C C C （１）医療人としての倫理観 C C
（２）研究者としての倫理観 C C C （２）研究者としての倫理観 C C C C C C
（３）利益相反と守秘義務 C （３）利益相反と守秘義務
（４）利他的・共感的かつ誠実な対応 C （４）利他的・共感的かつ誠実な対応 C C
（５）責任感と自己規制 C （５）責任感と自己規制 C C C
（６）社会的責務 C C （６）社会的責務 C C C

｀
２．医学知識と問題対応能力 ２．医学知識と問題対応能力
（１）基礎医学 C C C C C C C （１）基礎医学 C C C B C C B B B B B B B
（２）社会医学 C C C （２）社会医学 C
（３）臨床医学 C C C C C C （３）臨床医学 C C C C C C C C
（４）行動科学 D C （４）行動科学 C
（５）和漢医薬学 C （５）和漢医薬学

３．診療技能と患者ケア ３．診療技能と患者ケア
（１）医療面接 C C C （１）医療面接
（２）身体診察 C （２）身体診察
（３）臨床技能 （３）臨床技能 C C C
（４）診療録 （４）診療録
（５）プレゼンテーション （５）プレゼンテーション C
（６）救急医療 C （６）救急医療 B
（７）慢性期医療 C （７）慢性期医療 B
（８）患者への配慮 C （８）患者への配慮

４．コミュニケーション能力 ４．コミュニケーション能力
（１）患者医師関係 C （１）患者医師関係
（２）コミュニケーションスキル C C C C C C （２）コミュニケーションスキル C C C
（３）医療者間コミュニケーションスキル C （３）医療者間コミュニケーションスキル B C C C
（４）インフォームドコンセント （４）インフォームドコンセント

５．チーム医療の実践 ５．チーム医療の実践
（１）多職種連携 C （１）多職種連携 B
（２）同職種連携 C （２）同職種連携 B C C C
（３）リーダーシップ C （３）リーダーシップ C C

６．医療の質と安全の管理 ６．医療の質と安全の管理
（１）感染対策） （１）感染対策） B C
（２）安全管理 C （２）安全管理 B C
（３）医療の質 （３）医療の質 C

７．社会における医療の実践 ７．社会における医療の実践
（１）予防医学と健康増進 C C （１）予防医学と健康増進 B C
（２）地域医療（富山県含む） C （２）地域医療（富山県含む） C（イ病）
（３）国際貢献 （３）国際貢献 B
（４）災害医療 （４）災害医療 C
（５）医療・介護・福祉制度 C （５）医療・介護・福祉制度
（６）保険診療・医療経済 （６）保険診療・医療経済

８．科学的探究 ８．科学的探究
（１）リサーチマインド C C C C （１）リサーチマインド C C C C C C C C C C C B
（２）課題発見と問題解決 C C C C （２）課題発見と問題解決 C C C C C C B C B C C B
（３）研究成果の発表能力 C C （３）研究成果の発表能力 C C C C B

９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢 ９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢
（１）生涯学習 C C C （１）生涯学習 C C C C C C C C C
（２）自己研鑚 C C （２）自己研鑚 C C C C C C C C C
（３）共同学習 C C （３）共同学習 C C C C B C C C C C B
（４）後進の育成 C （４）後進の育成

レベルＡ；卒前教育おいて達成すべき知識・技能・態度を臨床や研究の現場で実践できる。
（臨床系；臨床実習等）
（基礎系；基礎配属、研究医養成プログラム等）

レベルＢ；基盤となる知識・技能・態度を応用できる
（臨床系；臨床医学に関連した内容の講義、プレ臨床実習、基本的技能実習、シミュレーション、模擬患者関係、グループ学修等）
（基礎系；講義、実習（自身で計画、実施、まとめ）、グループ学修等）

レベルＣ；基盤となる知識・技能・態度を身につける
（臨床系；基礎的な内容の講義等）
（基礎系；講義、実習（決められた計画に沿った実施、まとめ（お手本をなぞる））

1年次 2年次



コンピテンシー 医学英語(外科総論 血液・造血 皮膚系 呼吸器疾患腎・尿路系内分泌・栄眼・視覚系耳鼻・咽喉成長と発達放射線医学臨床検査医診療情報・臨床研究と医療 生命倫理学運動器（筋循環器疾患消化器疾患生殖系 口腔系 精神系 免疫・アレ和漢診療学遺伝子診療対人保健学環境保健学基礎配属

１．プロフェッショナリズム １．プロフェッショナリズム
（１）医療人としての倫理観 B （１）医療人としての倫理観 B B B C C
（２）研究者としての倫理観 C （２）研究者としての倫理観 B B C C
（３）利益相反と守秘義務 B （３）利益相反と守秘義務 B B C C
（４）利他的・共感的かつ誠実な対応 B B （４）利他的・共感的かつ誠実 B B C C
（５）責任感と自己規制 C （５）責任感と自己規制 B B C C
（６）社会的責務 B （６）社会的責務 B B C C

２．医学知識と問題対応能力 ２．医学知識と問題対応能力
（１）基礎医学 C B B B B B B B B B B B （１）基礎医学 B B B B B B B B B C C A
（２）社会医学 C C （２）社会医学 B B B
（３）臨床医学 B B B B B B B B B B B C （３）臨床医学 B B B B B B B B B C C
（４）行動科学 （４）行動科学 B B
（５）和漢医薬学 （５）和漢医薬学

３．診療技能と患者ケア ３．診療技能と患者ケア
（１）医療面接 C C （１）医療面接 C C C C C C C C
（２）身体診察 C B C B B B B B B （２）身体診察 B B B B B B B B
（３）臨床技能 C B B B B B B B B B B （３）臨床技能 B B B B B B B B
（４）診療録 C （４）診療録
（５）プレゼンテーション C B C （５）プレゼンテーション C
（６）救急医療 C B B B B B C （６）救急医療 B B B B B B C C
（７）慢性期医療 B B B C （７）慢性期医療 B B B B B B B B
（８）患者への配慮 B B （８）患者への配慮 B B C C

４．コミュニケーション能力 ４．コミュニケーション能力
（１）患者医師関係 B （１）患者医師関係 B C C
（２）コミュニケーションスキル C C C （２）コミュニケーションスキル C
（３）医療者間コミュニケーションスキル （３）医療者間コミュニケーシ B C
（４）インフォームドコンセント B （４）インフォームドコンセント C B C C

５．チーム医療の実践 ５．チーム医療の実践
（１）多職種連携 B C （１）多職種連携 C C
（２）同職種連携 C （２）同職種連携 B C C
（３）リーダーシップ C （３）リーダーシップ C C

６．医療の質と安全の管理 ６．医療の質と安全の管理
（１）感染対策） B B C （１）感染対策） B C C
（２）安全管理 B B B （２）安全管理 B C C
（３）医療の質 B （３）医療の質 B C C

７．社会における医療の実践 ７．社会における医療の実践
（１）予防医学と健康増進 C B C （１）予防医学と健康増進 B B B
（２）地域医療（富山県含む） C （２）地域医療（富山県含む） B B B B
（３）国際貢献 C （３）国際貢献 B B
（４）災害医療 C （４）災害医療
（５）医療・介護・福祉制度 B C （５）医療・介護・福祉制度 B B B B
（６）保険診療・医療経済 C （６）保険診療・医療経済 B B B

８．科学的探究 ８．科学的探究
（１）リサーチマインド C B B C C （１）リサーチマインド C C C A
（２）課題発見と問題解決 C C C （２）課題発見と問題解決 C C C A
（３）研究成果の発表能力 C C （３）研究成果の発表能力 C A

９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢 ９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢
（１）生涯学習 C （１）生涯学習
（２）自己研鑚 C （２）自己研鑚
（３）共同学習 C B （３）共同学習 C
（４）後進の育成 （４）後進の育成

3年次



1年次～6年次
救急・災害臨床腫瘍 医用工学 リハビリ医法医学 コンピテンシー 医学英語(医療におけコミュニケー神経系 妊娠と分娩感染症 症候と病態臨床薬理・周術期管理社会医学実緩和医療学老年医学 神経・脳科富山医療学医学薬学史医学統計 コンピテンシー CPC 研究医養成プログラム

１．プロフェッショナリズム １．プロフェッショナリズム
C B B （１）医療人としての倫理観 B B C B B C B B （１）医療人としての倫理観
C B B （２）研究者としての倫理観 C B B B （２）研究者としての倫理観
C B C （３）利益相反と守秘義務 B B C B B （３）利益相反と守秘義務
C B C （４）利他的・共感的かつ誠実な対応 B C B B B （４）利他的・共感的かつ誠実
C B C （５）責任感と自己規制 B B C B B B （５）責任感と自己規制
B B （６）社会的責務 B B C B B B B B （６）社会的責務

２．医学知識と問題対応能力 ２．医学知識と問題対応能力
B B B B B （１）基礎医学 B B B B B B B B B B B B B B B （１）基礎医学 B A
C C （２）社会医学 B B B B B （２）社会医学
B B B B B （３）臨床医学 B B B B B B B B B B B B B B B （３）臨床医学 B
C C （４）行動科学 B B B B C B （４）行動科学

（５）和漢医薬学 B B B B B （５）和漢医薬学

３．診療技能と患者ケア ３．診療技能と患者ケア
C C （１）医療面接 B C B C （１）医療面接
B B B B C （２）身体診察 B B B B C B C B B B （２）身体診察
B B B B （３）臨床技能 B B B B B B C B B B （３）臨床技能
C C （４）診療録 B （４）診療録
C （５）プレゼンテーション B B C B （５）プレゼンテーション B
B C （６）救急医療 B B B B B B B C B （６）救急医療
C B B C （７）慢性期医療 B B B B B B B B （７）慢性期医療
C B C （８）患者への配慮 B B C C B B B （８）患者への配慮

４．コミュニケーション能力 ４．コミュニケーション能力
C B C （１）患者医師関係 B C B B （１）患者医師関係
C （２）コミュニケーションスキル B B B B （２）コミュニケーションスキル B
C B （３）医療者間コミュニケーションスキル B B B （３）医療者間コミュニケーショ
C C （４）インフォームドコンセント B C B B （４）インフォームドコンセント

５．チーム医療の実践 ５．チーム医療の実践
B B B （１）多職種連携 B B B B B B （１）多職種連携
C B B （２）同職種連携 C B B B B B （２）同職種連携
B B B （３）リーダーシップ C B B C （３）リーダーシップ

６．医療の質と安全の管理 ６．医療の質と安全の管理
C C （１）感染対策） B C （１）感染対策）
C B C （２）安全管理 B B C C （２）安全管理
C C （３）医療の質 B B C C （３）医療の質

７．社会における医療の実践 ７．社会における医療の実践
C C （１）予防医学と健康増進 B B C B B B （１）予防医学と健康増進
C C （２）地域医療（富山県含む） B B B B B B B B （２）地域医療（富山県含む）
B （３）国際貢献 B C B （３）国際貢献
B C （４）災害医療 B （４）災害医療
C B C （５）医療・介護・福祉制度 B B B B B B （５）医療・介護・福祉制度

（６）保険診療・医療経済 B B B B （６）保険診療・医療経済

８．科学的探究 ８．科学的探究
C （１）リサーチマインド B B B B B B （１）リサーチマインド A

（２）課題発見と問題解決 B B C B B B （２）課題発見と問題解決 B A
（３）研究成果の発表能力 B C B B （３）研究成果の発表能力 B A

９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢 ９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢
（１）生涯学習 B C C B B （１）生涯学習
（２）自己研鑚 B B B C C C B B （２）自己研鑚
（３）共同学習 B B B C B B B （３）共同学習 B
（４）後進の育成 （４）後進の育成

4年次
臨床実習

4年次～6年次
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富山大学医学部医学科コンピテンシー

１．プロフェッショナリズム 人の命に深く関わり健康を守るという医師の職責を十分に自覚し、患者中心の医療を実践しながら、医師として継続的に成長する。
（１）医療人としての倫理観 医療人としての倫理に関する基本的な知識を習得し、それに沿って行動する
（２）研究者としての倫理観 研究倫理に関する基本的な知識を身につけてそれに沿って適切な研究活動を行うことができる
（３）利益相反と守秘義務 利益相反が生じる可能性を認識し適切に対処できる。患者のプライバシーを尊重し守秘義務を果たす。
（４）利他的・共感的かつ誠実な対応 患者および家族に対し、利他的・共感的に接しながら誠実に対応する。
（５）責任感と自己規制 医師としての責任感を持ち、謙虚に自らを律して行動する。
（６）社会的責務 医師としての業務に限らず、医師・医療・人としての責務および社会からの期待を意識し適切に行動する。

２．医学知識と問題対応能力 発展し続ける医学の中で必要な知識を身に付け、根拠に基づいた医療<EBM>を基盤に、経験も踏まえながら、幅広い症候・病態・疾患に対応する。
（１）基礎医学 基礎医学の知識を、疾患の病院・病態・症候・治療等の理解に応用できる。
（２）社会医学 社会医学の知識を、医療・保健活動に応用できる。
（３）臨床医学 高頻度または重要な疾患について、疫学・病因・病理・病態・症候・診断・治療・予後の知識を習得し、臨床推論に基づく適切な診療ができる。エビデンスを吟味し臨床診断に応用できる。・
（４）行動科学 人間の生涯にわたる行動と心理の特性を理解し、適切な対応と医療を提供できる。
（５）和漢医薬学 漢方医薬学に基づく病態・症候・診断・治療の知識を習得し、適切な診療ができる。

３．診療技能と患者ケア 臨床技能を磨くとともにそれらを用い、また患者の苦痛や不安感に配慮しながら、診療を実践する。
（１）医療面接 患者の立場を尊重し、病歴を適切に聴取するとともに患者との良好な関係を構築し、必要に応じて患者教育を行う。
（２）身体診察 網羅的に系統立てて効率的な身体診察を行い、所見を認識・記録し、適切な鑑別診断を行う。
（３）臨床技能 基本的な臨床技能について、適応、実施方法、合併症等を理解し、適切な態度でこれを安全に実施できる。
（４）診療録 診療録についての基本的な知識を習得し、問題志向型診療記録形式で診療録を作成し、必要に応じて医療文書を作成できる。
（５）プレゼンテーション 患者の症状、プロブレムリスト、鑑別診断、臨床経過、治療法の要点を提示し、医療チーム構成員と情報共有ができる。
（６）救急医療 緊急を要する病態や疾病・外傷の基本的知識を修得し、医療チームの一員として救急医療に参画する。
（７）慢性期医療 慢性疾患の病態・経過・治療を理解し、医療を提供する場や制度に応じて、医療チームの一員として慢性期医療に参画する。
（８）患者への配慮 患者の苦痛や感情に配慮しながら、患者と家族に対して誠実で適切な支援を行う。

４．コミュニケーション能力 患者の心理・社会的背景を踏まえながら、患者及びその家族と良好な関係性を築き、意思決定を支援する。
（１）患者医師関係 患者や家族の心理・社会的背景を理解し、誠実な態度で適切な信頼関係を築くことができる。
（２）コミュニケーションスキル わかりやすい言葉を使いながら、冷静に思いやりを持って患者に安心感を与え癒すことができる。
（３）医療者間コミュニケーションスキル 必要な情報を共有しながら正確な意思疎通を行い、医療チーム内の信頼関係を構築する。
（４）インフォームドコンセント 患者の主体性を尊重しながら、医療行為の必要性・内容・危険性・他の選択肢等を患者に説明し、理解と納得に基づく同意を得る。

５．チーム医療の実践 保健・医療・福祉・介護及び患者に関わる全ての人々の役割を理解し、連携する。
（１）多職種連携 医療チーム構成員それぞれの役割を理解し尊重しながら、患者中心の最良の医療・介護を提供するために連携することができる。
（２）同職種連携 同僚や専門領域が異なる医師の業務を理解し、役割分担・情報共有・意思疎通・相談等を円滑に実行できる。
（３）リーダーシップ 最良の医療を提供するために、構成員間の意見の相違や軋轢を調整し、円滑で効果的なチーム医療を先導する。

６．医療の質と安全の管理 患者及び医療者にとって、良質で安全な医療を常に考え、これを提供する。
（１）感染対策） 医療関連感染の予防対策を実践し、発生時の初期対応ができる。
（２）安全管理 医療における患者や医療者の安全を守るために、個人的・組織的な対応ができる。
（３）医療の質 組織や自身が実施している医療の質や安全管理について常に振り返り、その改善と向上を図る。

７．社会における医療の実践 医療人として求められる社会的役割を担い、地域社会と国際社会に貢献する。
（１）予防医学と健康増進 社会と健康・疾病の関係を理解し、疾病予防や健康増進の活動に参加する。
（２）富山県を含む地域医療 富山県を含む地域社会における地域包括ケア・救急医療・在宅医療・健康増進活動等を理解し、その活動に参加する。
（３）国際貢献 国際人としての語学力や教養を備え、健康や疾病に関する国際的視野を持ち、国政社会の一員として活動する。
（４）災害医療 災害医療の特殊性とそれに関与する組織(DMAT・JMAT等）についての知識を修得し、災害発生時には適切に行動して社会や地域に貢献できる。
（５）医療・介護・福祉制度 地域の保健・医療・介護・福祉の制度とシステムを理解し、自身の活動現場においてその知識を活用できる。
（６）保険診療・医療経済 国民皆保険の意義を理解し、保健診療に関する法令に従って、医療の経済性に配慮しながら診療を行うことができる。

８．科学的探究 医学・医療の発展のための医学研究の必要性を十分に理解し、批判的思考も身に付けながら、学術・研究活動に関与する。
（１）リサーチマインド 基礎・臨床・社会医学領域での研究の意義を理解し、科学的情報を批判的に評価する姿勢を持ち、未知の病態や治療への興味・関心を維持できる。
（２）課題発見と問題解決 医学・医療において既存の知識・技能では対応できない問題点を抽出し、それらを解決する過程に参画することができる。
（３）研究成果の発表能力 研究の目的・方法・結果について解析および考察し、それらを適切な形で社会に発信できる。

９．生涯にわたって共に学ぶ姿勢 医療の質の向上のために絶えず省察し、他の医師・医療者と共に研鑽しながら、生涯にわたって自律的に学び続ける。
（１）生涯学習 進歩し続ける医療において、常に最新・最善の医療を提供するために、生涯にわたり継続して学ぶ。
（２）自己研鑚 自身に対するフィードバックを受け入れ、常に自らの知識・能力・振る舞いを省察し、生涯にわたり自己の向上に努める。
（３）共同学習 提供する医療の質向上のために、同僚や関係者間で建設的なフィードバックを行い、共に教えあい学びあう。
（４）後進の育成 後進の模範となるように、自身の態度や表情・雰囲気のもつ影響も十分認識しつつ、後進の育成に努める。
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